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尺骨々頭に発生した PertheFi氏病様変化のl例について持

厚生年金玉造整形科病院（院長：医学博士塩津徳政〉

山田 栄

〔原稿受付昭和31年9月10日〕

ONE CASE REPORT OF THE EPIPHYSITIS OF THE 

OLECARNON 

by 

SAKAE y AMADA 

From the Pension Welfare Insurance Tamatsukuri Orthopaedic Hospital 
(Director: Dr. NoRIMASA S百!OTSU)

Recentl；，・ Iwas visited lηv a male patient aged 13 who had an epiphysitis of 

the olecranon, this case was seldom seen. 

Slight injury of the elbow head, resulting in a disturbance of the circulation 

between epiphysis and elbow head, might be responsible. 

I did bone transplantation in this olecranon, and the functional end result was 

normal. 

まえがき

名倉氏の提唱する骨端炎と呼ばれるものの中にはF

Perth es氏病p 第1及び第2Kohler氏病p Luna-

tummalazie, Kienbiick氏病p Dietrich病等の他，

種子骨々軟骨病p 離断性骨軟骨炎， 夏に Schlatter

氏病p Scheuermann氏病p 題骨々端炎も包括されて

いるがp 最近では永井氏が携骨々頭の骨端炎について

報告している．

併し尺骨々頭の骨端炎に就てはその苦痛が軽度であ

るので見逃され易いためかp 或は又疾患そのものが稀

有なためか今日まで寡苅にしてその報告例を知らな

し、．

私は最近尺骨々頭の Perthes氏病様変化を認めた

1例を経験したので報告すみ．

症 例

後0750 13才男子，小学生

（初珍：昭和30年7月8日）

主訴：右肘関節部の運動時主主痛

家族歴・既往歴：特記することはない．

現病歴：約1ヵ月前（昭和30年6月初句）転倒して

右吋関節を打撲し，同，：；1：に圧痛を訴えていたが放置し

ていた所p 約 1週間前より右肘関節屈曲時に尺骨々頭

部に鈍痛を収iト去になった．

現庄：体格中等度，栄養良好で全身所見には著変を

証明しない．

局所々見：右肘関節鷺拘.CJ!起部lこ軽度の腫脹を証明

するが，局所の温度上昇p 発赤等は認めず，肘関節の

運動域は自動的には180～50°で運動時疹痛を訴え軽度

の屈曲制限を認める．但し他動的には運動制限は認め

られない．又運動時の車L際音p 肘関節変形p 或は前腕

の廻旋運動障害並びに運動時疹痛等は証明されない．

又右上l院の筋萎縮，知覚異常等も認められずp 上腕2

頭筋I 3 頭筋腿反射は左右）~に正常である．

扱嵩淋巴腺彊脹も証明されない．

X線研見：矯！湾突起部の骨’端核は扇平化し，濃淡不

規則な雲裂状を呈し，腐蝕状透明像を認めp 辺縁は不

規則で長径は短縮する．

手術所見・昭和30年 7月16日骨穿孔兼骨移植術を施

行した．告義明突起骨端軟骨は梢々淡黄白色は呈してい

たがp 変形・欠損等の異常所見は認められなかった．

骨端核より骨休部に向い4方向に骨穿孔｛わ 長さ7m

m，幅3mm大の2伺の腸骨片を亨！？入移植しP ギプス囲

発本文の要旨は昭和30年10月の九州医学会の席上で述べた．
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法九合理がjである．相lie附lで1，無繭性壊死川の’円’新 tト

ぷ術後 lb月でl'Hrとなりp 2ヵ月f-i;_にはHi詰｜少Iv'l胤

能障害 I,t, ＜，疹痛も消失した．

）＼~＂巻日本＇lj・科宝山

定をuった．
~J後の経過須訓でp 10月’、には月ii羽；mのiUi!li！；制限立
びにi~！ fi11J1＇千ii 主？向＇（； fil~ざした．
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13才男子で尺骨々頭核の PerthesL¥Jfii様変化に対

し，観lril的治療を行し、町l’j,;J,';fに経過，；内総した 1例を報

告し，i

f終 iJに臨み御校聞を賜わった京都大学近藤教綬Mz

ヅに御~ ：~＇ if，御校関~ I I＿＼！，わった院長塩津徳！＆博士に、千

甚の謝ぷを表する． ）
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l〕永井三郎・加藤l白；則．憐骨々頭骨端ら 整形外

科 5;38, Hf.?i29 2）小宅三郎： I:l~-ii·i ' l·'J 、ll}iの無菌性

骨壊死症の 1例＇ 'l(!:I彦外FI 6；，コ9：.＇.，昭30 3）横倉
骨の ：＼： $~＇. ”， ~，： I柑rH\~ I ー，骨武官、の？正午~＇..（禍I 4）名倉

・医学綜報 1－～1 5) Brailsford : Radiology of 

bones and joinls. 194.). 6) Gardemin: Z. or-
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総括ならびに考接

無1州＇I· i i iす’ 引 吃！ の ＇~；i[週に＼t1，、てlt.，昔，；），＇.が あり，一

般に是等の疾病は骨の発育と関係の淡い5～18才の聞

に発’1す るものが多レか，稀には20～30十fU:t，先生

する．

尺骨々頭のペルテスf）~j係全1じυ ｝ ；ヘ告は 1:'./ ) :',;;'i 

た所では見出し作ん永井氏等が1 り3 1 '1'防什々 ~i(i ； 二 p

谷口1u;19s3年，小宅氏が1955年上腕骨1J, •:it\ にぺルテ

スhゾi吋ト主役：1じをれした症例号報告している そしてJi;

に股関節と異り肘関節で‘は十吾川1H1f肢の為見逃し易い

事でp 好発年令期のものでl 土日； f;iJ(!.11· J X {lr ＇ 十~ ~t小望王し

いと述べている．

鰭日貨ワミi己肢の発現時期は日本人での総計は尚イ推定は

していなし、がp 西郷氏の，;i.',;i!t；ごよjU：！＇.男子11わ南氏

はll～］二止と述べている．

原因は尺骨’々 頭に加えらtLた特徴1(/1・傷力：l沈111とな

るものと考えられP 永井氏等の梼’向’々）iJいこ発主したベ

ルテス氏然j様変化と同・物i降、によると看倣される．

治療法は他の骨端炎と同様保存的療法で十分効果雪

期待し得るものと考えるが，治療期間の匂紡，’月期了1:.

を促す目的で骨穿孔；可：ぴに干i’i'i:PI｛術を施行することは


